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1.	安全のための注意
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取扱説明書に従って有資格者が設置・始動・保守点検を正しく行なうことにより、これらの商品が
安全に稼動できます。（章1.11を参照）配管および工場建設の工事説明書・安全のための注意に
従って、適切な工具を使用し、安全設備を備えて、行なってください。
商品は、通常の使用でかかる力に耐えるように設計し、製造されています。温度制御以外の用途で
使用すると、人体に致命的な危害を与える恐れがあります。

1.1　使用上のお願い
取扱説明書・銘板・技術資料を参照して商品が使用目的に適しているか確認してください。この商品
は、European Pressure Equipment Directiveの規則97/23/ECに適合し、‘SEP’の範囲に含まれ、CE
マークを免除されています。

I. この商品は上記のEuropean Pressure Equipment Directiveが定めるグループ2に属する蒸気、水、
圧搾空気および他の無害の流体に使用できるように設計されています。他の流体に使用する場合は、
商品に適合するかスパイラックス・サーコにお問い合わせください。

II.材質の適合性・圧力および温度、それらの最大・最小条件を確認してください。商品の不具合に
 より危険な過剰圧力が生じた場合、設計定格を超えた稼動を防ぐ安全装置をシステムに設置して
 あるか確認してください。

III.流体の流れの向きに合わせて、正しく設置してください。

IV.設置するシステムの配管応力に耐えるように設計されていません。配管設計において配管応力が
 最小になるようにしてください。

V. 蒸気あるいは他の高温に装置に設置する前に、すべてのコネクションの保護カバー、銘板の保護
 フィルムを外してください。

 保護管の使用を強くお奨めします。サーモ・アクチュエーターの交換が容易になります。
又、直接接液しないので、センサーが腐食することはありません。
更に缶体の圧力により外れたりすることはありませんので安全です。

1.2　作業通路
安全な作業通路を確保してください。商品を取り付ける前に必要な場合作業用の足場を設置してくだ
さい。必要ならば荷揚げツールを準備してください。

1.3　照明
十分な照明を確保してください。精密で複雑な作業を行なう場合特に配慮してください。

1.4　配管内の危険な流体および気体
配管内にどのようなものが残留しているのかあるいは流れていたのか、十分に確認してください。
特に燃えやすいもの・身体に危険を及ぼすもの・温度の極端に高いものまたは低いものです。

警告：感温部は水銀あるいはアンモニウム塩に曝さないようにしてください。
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1.5　危険な環境
爆発の危険性のある場所・酸欠の恐れのある場所（例：タンク、ピット）・危険な気体・温度の極端に
高いあるいは低い場所・表面が高温になっている装置・発火の恐れのある場所（例：溶接作業中）・
騒音のひどい場所・機械が運転中の場所です。十分に注意してください。

1.6　配管システム
決められた作業手順に従って行なってください。作業手順（例：遮断弁を閉める、電気絶縁をする
等）は、システムあるいは危険な場所で作業するすべての人に適用してください。ベントあるいは
保護機器を遮断すること、制御機器あるいは警報機を無効にすることは非常に危険です。遮断弁の
開閉はゆっくりと行なってシステムへの衝撃を防いでください。

1.7　圧力システム
圧力を遮断して、安全に大気圧まで排気されていることを確認してください。二重の遮断・排気弁の
設置・バルブ閉止の施錠や表示を行なうよう考慮してください。圧力計がゼロを示してもシステムの
圧力が完全に抜けたと思わないでください。

1.8　温度
火傷の危険を避けるため温度が常温になるまで作業を休止してください。

1.9　工具および部品
作業を開始する前に工具および部品が揃っていることを確認してください。必ずスパイラックス・
サーコの純正交換部品を使用してください。

1.10　防護服
化学薬品・高温／低温・放射線・騒音・落下物等の危険がある場所では防護服を着用してください。
目および顔面への危険を避けるためヘルメット・防護眼鏡を使用してください。

1.11　作業の許可
有資格者あるいは有資格者の監督下ですべての作業は行なってください。設置および運転を行なう者
は取扱説明書に従って商品を正しく使用できるようにしてください。
正式な許可が必要な地域ではそれに従ってください。作業責任者は作業全体を把握すること、必要な
場所では安全管理者を配置することをお奨めします。必要ならば‘警告事項’を掲示ください。

1.12　操作
大きく重たい商品を手動で扱うと身体に障害が生ずることがあります。重いものの持ち上げ・押し付
け・引き揚げ・運搬・支持で特に背中を痛めることがあります。危険を避けるため作業状況に合わせ
て適切な機器を使用することをお奨めします。
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2.	概要

スパイラックス・サーコ製サーモ･アクチュエーターは表１に示されている温調弁にのみ使用可能です。

表1
型式	 	 	 口径	 温調弁

SA121, SA123
   全ての口径 2方弁

   20A～40A TW型3方弁

SA128, SA122
   15A～25A 2方弁

   20A、25A TW型3方弁

SA1219   80A、100A TW型3方弁

IM-P382-01 CH Issue 4.2

1.13　残留物の危険性
通常の使用で商品の表面は非常に熱くなります。最高の使用状態では商品の表面温度は215℃に達し
ます。
ドレンは自動的に排出されません。商品を分解あるいは取り外す時は十分に注意してください。

警告：この商品は非常に燃えやすいケロシンを使用しています。

1.14　凍結
氷点下になる地域で自動的にドレンを排出しない商品を使用される時は、凍結を防ぐ対策を行なって
ください。

1.15　廃棄
取扱説明書に特別の記述がない場合リサイクルできます。廃棄の際は適切な処置を行なうことにより
環境汚染を生じることはありません。

1.16　商品の返却
ECの健康・安全・環境に関する法律により商品の返却時、健康・安全・環境に危害を与える可能性の
ある残留物あるいは機器に損傷がある場合は危険や予防策を予め報告しなければなりません。
危険物質および潜在的な危険物に関する報告を含めて文書にて報告してください。



 5

3.	設置

     正しい設置 間違った設置
図1
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この商品は、通常使用での圧力に耐えられるように設計・製造されています。これらの商品は温度調節以外の

目的で使用すると、人体への負傷、死亡事故を引き起こす場合があります。

※使用圧力については、組み付けるバルブの最高使用圧力をご確認ください。

警告：感温部を水銀およびアンモニウム塩に曝さないでください。

保護管の使用について：
弊社としては本器の取り付けを安全面および保守の観点から使用することを強くお奨めいたします。
特にストレージタンク液体ラインの場合、構造や運転・保守の観点から必ず取り付けてください。

まず、お手元にあるサーモ･アクチュエーターが仕様に合っているか確認します。サーモ･アクチュエーターの

感温部が、図1のように完全に流動する液体に浸るように取り付けることが肝要です。

サーモ･アクチュエーターはコンプレッション･リング及びニップルで取り付けます。ニップルを用意されている

ソケットにねじ込み、その後にコンプレッション･リング及び袋ナットを感温部に差し込みます。感温部を完全に

ニップルに差し込んだ後に袋ナットを締め込みます。但し、締め過ぎないでください。

感温部の容易な取り付けおよび取り外し又は腐食防止の目的でサーモ･アクチュエーターを保護管込みで使用する

場合には、保護管のニップルに直接コンプレッション･リング及び袋ナットを使って取り付けます。

SA122型およびSA123型サーモ･アクチュエーターと特別仕様の長い保護管を使用する場合には、ニップル、

コンプレッション･リング及び袋ナットは使用せず、ゴム製の栓を使用します。保護管を所定の場所にねじ込んだ

後に感温部を保護管の底に達するまで差し入れた後、保護管の上部をゴム栓で塞ぎます。SA122型及びSA123型で

保護管を使用した場合には、保護管と感温部の隙間を機械油のような熱伝達率の良い媒体で充満させることが

大切です。

SA122型及びSA123型で特別仕様の長い保護管の場合には、感温部の高さ以上に油を充満させないでください。

調節部は50℃以上、-35℃以下の温度に曝さないでください。

リード管は外部の力で壊されないようにきちんと支持をして取り付けます。リード管は絶対に極端な曲げをつけ

ないでください。

章5‘表示部の調節’、章6‘設定’をご覧ください。

	 注意：適性な締め付け力で確実に締めてください。

	 締め付けが緩い場合、飛び出す可能性がありますので、

	 注意が必要です。
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4.	始動前の点検
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温度制御システムは高度な工業規格で設計および製造されています。正確に機能させるため、次の点をご覧に
なり、所定の温度に調節するため、章5の‘温度調節’に進んでください。

工場での温度設定
過剰な温度に曝されることで重大な障害が起きないように、工場で設定温度は最高値に調整されています。
表2に示したデータをご覧ください。

温度（最高感知温度）超過の防止
以下に示した超過温度保護を上回った場合、重大な障害が発生し、保護が無効になることがあります。温調弁を
始動する前に、システムの温度が最高感知温度を超えないことを確認してください。

表2

サーモ・アクチュエーター  レンジ
  温度調節 出荷時の  

超過温度保護
型式 

   
   範囲 (°C) 設定温度

  1 -15 ～  +50 50°C

SA121, SA1219 および SA123 2 +40 ～  +105 105°C    設定温度より

  3 +95 ～  +160 160°C 　55℃上まで、  

SA122
  1 -20 ～  +120 120°C 　　最高190℃まで。

  2 +40 ～  +170 170°C (SA123型は     

SA128
  1 -20 ～  +110 110°C 　　最高215℃）

  2 +40 ～  +170 170°C
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5.	表示部の調節
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ダイヤル式油圧式サーモ・アクチュエーターはお客様のご要望に合わせて調節できます。

目次
摂氏（℃）、華氏（℉）の選択　-　章5.1
温度目盛りの回転　-　章5.2
ダイヤル・ヘッドの回転　-　章5.3

5.1　摂氏（℃)、華氏（℉）の選択
図2を参照して、以下に書かれている操作を行なってください。
1. 誤作動防止プラグ(6)を取外します。ドライバーで、中央の印(1)にインジケーター(3)を合わせ
 ます。
2. 透明なカバー(2)を取外します。
3. インジケーター(3)を取外します。
4. 温度インジケーターの目盛り(4)を取外し、摂氏(℃)か華氏(℉)かどちらかの面を選び、取り付け
 ます。図3
5. インジケーターを中央の印(1)に戻します。
6. 透明なカバー(2)を元に戻します。
温度調節の準備ができました。設定の詳細は章6をご覧ください。

5.2　温度目盛りの回転
セットした目盛りをより簡単に読み取れるように、必要があれば目盛りを回転させることができます。
図2、4を参照して、以下に書かれている操作を行なってください。
1. 誤作動防止プラグ(6)を取外します。ドライバーで、中央の印(1)にインジケーター(3)を合わせ
 ます。
2. 透明なカバー(2)を取外します。
3. インジケーター(3)を取外します。
4. 温度目盛り(4)を取外し、希望の角度に回転させます。図4
5. 目盛りの中央の印(1)にインジケーター(3)を戻します。
6. 透明なカバー(2)を元に戻します。
温度調節の準備ができました。設定の詳細は章6をご覧ください。

5.3　ダイヤル・ヘッドの回転
必要なら、ダイヤル・ヘッドは180℃回転できます。図2、5を参照して、以下に書かれている操作を
行なってください。
1. 誤作動防止プラグ(6)を取外します。ドライバーで、中央の印(1)にインジケーター(3)を合わせ
 ます。
2. 透明なカバー(2)を取外します。
3. 温度インジケーター(3)を取外します。
4. ダイヤル・ヘッドを留めているねじ(5)を外します。
5. ダイヤル・ヘッドを180℃回します。図5
6. ダイヤル・ヘッドを留めているねじ(5)を元に戻します。
7. 中央にインジケーターをおいて、透明なカバー(2)および誤作動防止プラグを元に戻します。
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図5
ダイヤル・ヘッドの回転

7

図3		
摂氏(℃)、華氏(℉)の選択

または

図4		
温度インジケーター目盛りの回転

IM-P382-01 CH Issue 4.2
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6.	設定

図6
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3
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運転中に設定温度を高温側から低音側に変更する場合には、感温部の温度が下がるのを待ってから
設定温度を変更してください。無理に変更を試みると、サーモ・アクチュエーター部の破損の原因になります。
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図6を参照し、以下の操作を行なってください。
センサーは中央の印(1)に設定してください。インジケーター・ダイヤルの上にある調節ドライブ(7)
に、適切なサイズのドライバーを使用し、希望する設定に調節します。
時計回りに回すと温度は下がり、反時計回りに回すと温度は上がります。
配管に設置した後、温度計と温調弁の目盛りを比較確認してください。何度か温度がずれて表示され
ることがあります。正しい値に再調節するため、以下の操作を行なってください。

1. インジケーター・ヘッドの透明なカバー(2)を取外し、インジケーター(3)を手動で回し、実際の 
 温度に合わせます。

2. 透明なカバー(2)を元に戻します。

3. 設定温度を希望値に調節します。

4. 誤作動防止プラグを取り付けます。
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7.	使用中断時

8．保守と予備部品

保守は必要ございません。また、予備部品はご提供しておりません。

安全措置として、装置の使用を中断する場合、再設置の前に、装置の設定を工場の最大値にセットし
なおしてください。

IM-P382-01 CH Issue 4.2
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お問い合わせは下記営業所もしくは取扱い代理店までお願いいたします。

スパイラックス・サーコ合同会社

営業部 ■電話 ■FAX ■住所
イーストリージョン 043-274-4811 (043)274-4818 〒261-0025 千葉市美浜区浜田2-37

営業部 ■電話 ■FAX ■住所
ウエストリージョン 06-6681-8921 (06)6681-8925 〒559-0011 大阪市住之江区北加賀屋2-11-8

北加賀屋千島ビル203号

技術部 ■電話 ■FAX ■住所
043-274-4819 (043)274-4818 〒261-0025 千葉市美浜区浜田2-37

取扱説明書の内容は、製品の改良のため予告なく変更することがあります。
※2023年1月4日より社名が変更しました。
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